
第720号
昭和39年3月13日第三種郵便物認可第10号（毎月1日発行・定価一部10円会費に含む）
●発行日―平成30年１月１日
●発行所―　一般　

社団法人北海道手をつなぐ育成会
〒060-0002　札幌市中央区
北2条西7丁目かでる2・7（4Ｆ）
電　話　011-251-0855
ＦＡＸ　011-251-0804
Ｅメール　doikusei@air.ocn.ne.jp

●発行人―佐藤春光
印刷所　㈱北海道機関紙印刷所

ホームページ　http://hokkaido-ikuseikai.com手をつなぐ育成会げっぽう１月号1

　新年あけましておめでとうございます。昨年のはじめに奈須野会長が亡くな
ってからはや１年を迎えようとしています。この間彼がやり残した全国大会を
無事に終えることができホットしたところです。
　新年にあたっていつも思うことは、「今年こそは」という願いと思いです。

昨年はともかく障がい者のカレンダーを発行してみました。そのカレンダーを売って育成会の資金
にして欲しい、事業所の資金にして欲しいという願いからまずは作ってみました。
　どうしたら育成会が活性化するかという模範解答はありません。「まずは自ら動いてみる」その
事が大事なのだと思います。私たち育成会会員が自ら動いたとき、周りの相手に反応が出るのだと
思います。私たちが動かない限り世の中が私たちのために動いてくれる事はないと思うのです。
　障がい者が増えている現代、私たちの役割はますます大事になってきていると思います。今年は
もっともっと会員の皆さんに頼むことが多くなると思います。今まで事務局中心に作っていた会報
もこれからは会員の皆さんに頼むことも出てくると思うのです。一人一人の創意工夫や知恵が集ま
れば育成会の活性化が図られていくと思うのです。
　知的障がい者を含め障がい者の人口が増えているのに、育成会の会員が減っているとしたなら、
障がい者の声が国や自治体に届きにくくなっていくことになります。障がい者差別解消法という法
律ができても、津久井やまゆり園の様な事件が起きるということは運動の大切さを私たちに教えて
いるのだと思います。育成会の役割は、運動の中で知的障がい者の未来を明るくすることなのだと
思います。大変だけれどもそれが私たちの役割だと思うのです。
　視覚障害者の駅のホームからの転落事故も相変わらず起きています。高齢者の低年金が生活保護
の増につながっています。医療費の増も生活保護の増につながっています。社会的弱者に手をさし
のべることが大事な時なのだと思います。日本では介護殺人が２週間に１件発生しています。育成
会の役割はますます重要になってきているのだと思います。
　「今年こそは」その思いを新年にあたって会員の皆さんと共有したいと思います。
　今年もよろしくお願いします。
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賀　正　平成30年元旦
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副
会
長
　
畑
中
　
三
岐
子

新
し
い
年
に
向
け
て

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
育
成
会

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
育
成
会
の
事
業
運
営
に
対
し
、
あ
た
た
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、９
年
に
一
度
の
全
国
大
会
が
９
月
23
日
・

24
日
の
両
日
に
「
今
こ
そ
創
ろ
う
！　

自
信
と
誇
り

を
も
っ
て
生
き
る
社
会
を
共
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

札
幌
で
開
催
さ
れ
、
１
６
０
０
名
あ
ま
り
の
参
加
者

が
一
堂
に
集
い
、
研
修
と
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

育
成
会
会
員
向
け
の
六
つ
の
分
科
会
、
本
人
た
ち

向
け
の
五
つ
の
分
科
会　

そ
し
て
、
特
別
分
科
会
の

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
・
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」
の
他
、
重
い

障
が
い
の
あ
る
本
人
を
対
象
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
」

と
企
画
さ
れ
、
中
身
の
濃
い
大
会
を
開
催
で
き
ま
し

た
の
も
、
会
員
や
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
き
な
大
会
を
終
え
て
の
充
実

感
と
は
別
に
北
海
道
の
市
町
村
育
成
会
が
少
し
ず
つ

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
心
が
痛
み
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
障
が
い
が
原
因
と
な
る
悩
み

が
減
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
福
祉
制

度
の
進
歩
・
普
及
や
役
員
の
な
り
手
不
足
や
組
織
に

属
す
る
必
要
を
感
じ
な
く
思
う
世
代
が
増
え
て
き
た

こ
と
も
一
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

道
育
成
会
は
、活
性
化
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
、

ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
の
活
性
化
や
育
成
会
活
動
の

周
知
・
広
報
な
ど
を
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
障
が

い
に
対
す
る
啓
も
う
と
単
位
育
成
会
の
資
金
源
に
な

れ
ば
と
い
う
事
で
、
障
が
い
の
あ
る
本
人
の
絵
画
を

募
集
し
て
カ
レ
ン
ダ
ー
を
２
種
類
作
成
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
１
０
０
０
部
を
販
売
い
た
し
ま
し
た
。

　

で
き
る
事
か
ら
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
検
証

し
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
佐
藤
会

長
の
も
と
、
創
意
工
夫
を
し
て
会
の
活
性
化
、
会
員

増
を
目
指
し
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
本
年
が
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
多

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

�

　

副
会
長
　
藤
井
　
美
雪

理
解
・
啓
発
活
動
を

全
道
各
地
に
拡
げ
て
…

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

育
成
会
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
お
元
気
に

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
一
昨
年
に
起
き
た
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事

件
は
、
私
た
ち
が
め
ざ
す
、
障
が
い
者
へ
の
差
別
や

偏
見
を
な
く
す
社
会
づ
く
り
を
強
く
否
定
す
る
も
の

で
し
た
。
障
が
い
が
あ
っ
て
も
一
人
ひ
と
り
の
権
利

や
生
き
方
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
し
な
け
れ
ば

真
の
共
生
社
会
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
我
が
国
の
福
祉
制
度
の

整
備
進
展
と
と
も
に
、
地
域
社
会
で
暮
ら
す
多
く
の

人
た
ち
の
障
が
い
者
へ
の
意
識
の
変
革
い
わ
ば
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
強
く

感
じ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
昨
年
の
第
４
回
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
全
国
大
会
（
北
海
道
札
幌
大
会
）
で
は
、
奈
須

野
前
会
長
の
発
案
に
よ
る
特
別
分
科
会
（「
合
理
的

配
慮
」
理
解
啓
発
キ
ャ
バ
ン
隊
全
国
サ
ミ
ッ
ト
）
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、札
幌
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
で
は
一
昨
年
、

啓
発
隊
の
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｉ
」
を
発
足
さ
せ
、
札
幌
市

の
職
員
研
修
会
や
小
学
校
に
出
向
く
と
と
も
に
道
育

成
会
の
特
別
研
修
会
（
帯
広
、
旭
川
、
札
幌
）
で
も

公
演
を
重
ね
ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
か
ら
、「
障

が
い
に
つ
い
て
の
話
が
分
か
り
や
す
く
、
体
験
談
が

心
に
し
み
た
」「
疑
似
体
験
を
通
し
て
、
障
が
い
の

あ
る
方
の
大
変
さ
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
今
後
、「
理
解
・
啓
発
活
動
」
の
輪
が

一
層
全
道
各
地
に
拡
が
り
、
安
心
・
安
全
で
や
さ
し

さ
と
思
い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
共
生
社
会
の
実
現
を
切

に
望
む
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念

し
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
30
年
全
道
大
会
は
苫
小
牧
市
開
催

７
月
28
日
・
29
日

お
待
ち
し
て
い
ま
す

全
道
大
会
苫
小
牧
大
会
実
行
委
員
長
　
斎
藤
フ
ミ
子

「
心
一
つ
に
つ
な
が
る
未
来
」

を
伴
に

（
苫
小
牧
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
　
会
長
）

　

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

来
た
る
７
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰
は
日
高
・
胆
振
地

区
の
苫
小
牧
市
に
お
い
て
、
第
63
回
北
海
道
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
全
道
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。〝
げ

っ
ぽ
う
〟
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
事
に
な
り
ま

し
た
の
で
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
会
テ
ー
マ
は
「
心
一
つ
に
つ
な
が
る
未
来
」
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
会
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
は
し
っ
か
り
と
し
た
準
備
を
し
て
臨
み
ま
す

が
、
多
く
の
方
々
の
力
も
お
借
り
し
な
け
れ
ば
大
会

の
成
功
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
月
、
第
１
回
実
行
委
員
会
を
行
い
ま
し
た
が
、

改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。
私
、
こ
の

育
成
会
（
親
の
会
）
に
入
っ
た
の
は
33
年
前
、
息
子

が
小
学
校
入
学
と
同
時
で
し
た
。
苫
小
牧
の
育
成
会

に
歴
史
が
あ
る
と
同
様
に
、
皆
様
の
育
成
会
（
親
の

会
）
に
も
歩
ん
で
き
た
道
の
り
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
育
成
会
が
抱
え
て
い
る
課
題
は
共

通
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
昨
今
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
時
代
で
、
必
要
な
情
報
も
簡
単
に
手
に
入
る

か
の
ご
と
く
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
依
然
と
し

て
お
互
い
が
顔
を
つ
き
あ
わ
せ
て
生
ま
れ
て
く
る
や

り
と
り
に
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
冒
頭
で
紹
介

し
た
今
大
会
の
テ
ー
マ
に
は
「
す
べ
て
の
方
々
の
心

が
一
つ
に
つ
な
が
る
未
来
で
あ
り
ま
す
様
に
‼
」
と

い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。
時
代
で
移
り
変
わ
っ
て

行
く
事
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
障
が
い
の
あ
る
子
を

持
つ
親
の
願
い
は
い
つ
も
同
じ
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ

寄
り
添
い
、
一
人
ひ
と
り
思
い
が
繋
が
っ
た
時
に
は

大
き
な
力
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

私
自
身
、
昨
年
は
育
成
会
の
全
国
大
会
（
札
幌
大

会
）
を
始
め
た
く
さ
ん
の
研
修
に
参
加
し
、
年
齢
を

問
わ
ず
学
び
の
機
会
は
大
切
だ
と
改
め
て
気
づ
か
せ

て
も
ら
え
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
苫
小
牧
大

会
で
は
日
高
・
胆
振
の
各
育
成
会
の
協
力
も
い
た
だ

き
な
が
ら
、
全
道
各
地
か
ら
お
越
し
い
た
だ
く
皆
さ

ま
を
精
一
杯
お
も
て
な
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

分
科
会
、
懇
談
会
、
記
念
講
演
な
ど
、
交
流
を
深
め

学
び
あ
い
、
充
実
し
た
二
日
間
と
な
り
ま
す
よ
う
頑

張
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

�

　

第
１
回
実
行
委
員
会
発
足

12
月
14
日

　

平
成
30
年
度
の
第
63
回
育
成
会
全
道
大
会
は
７
月

28
日
㈯
・
29
日
㈰
に
苫
小
牧
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

苫
小
牧
市
育
成
会
で
は
、
12
月
14
日
に
実
行
委
員
会

を
発
足
さ
せ
、
本
格
的
な
準
備
に
入
り
ま
し
た
。
実

行
委
員
会
で
は
、
次
の
検
討
案
を
め
ぐ
っ
て
大
会
企

画
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
実
行
委
員
会
は
平
成
30
年
１
月
25
日
に
開

催
。
大
会
企
画
・
運
営
の
詳
細
を
検
討
し
ま
す
。

　

本
人
大
会
企
画
は
２
月
18
日
の
障
が
い
者
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
で
併
催
さ
れ
る
本
人
大
会
実
行

委
員
会
の
協
議
結
果
な
ど
、
関
係
機
関
等
と
の
調
整

を
経
て
定
め
、
３
月
中
旬
に
は
大
会
開
催
要
綱
を
決

定
し
、
全
道
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

―
検
討
さ
れ
て
い
る
大
会
企
画
―

◦
大
会
テ
ー
マ
：「
心
一
つ
に
つ
な
が
る
未
来
」

◦
期
日
：�

平
成
30
年
７
月
28
日
㈯
９
時
半
～
20
時
／

29
日
㈰
９
時
～
12
時
20
分

◦
会
場
：�

苫
小
牧
市
民
会
館
・
苫
小
牧
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー　

他

◦
大
会
日
程

　

☆
第
１
日
目
：�

分
科
会
（
育
成
会
・
本
人
大
会
）、

懇
親
会
（
育
成
会
・
本
人
合
同
）

　

☆
第
２
日
目
：�

大
会
式
典
、
全
体
会
（
中
央
情
勢

報
告
）、
記
念
講
演
、
大
会
宣
言

決
議
（
育
成
会
。
本
人
大
会
）

　

☆�

全
国
大
会
で
実
施
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
な
ど
の

特
別
企
画
も
検
討
中
。

◦
共
催
実
施
体
制
：�

北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
・

苫
小
牧
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
・
胆
振
地
区
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
連
絡
協
議
会
・
日
高
管
内

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
絡
協
議

会
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「
守
り
」か　
　

ら「
攻
め
」の

育
成
会
へ
！

全
国
大
会
総
括
20
日 

実
行
委
員
会

　

12
月
20
日
に
第
６
回
全

国
大
会
実
行
委
員
実
行
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国

大
会
の
開
催
を
総
括
し
、

平
成
30
年
苫
小
牧
市
全
道

大
会
の
開
催
の
始
動
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

本
年
９
月
23
日
・
24
日

に
開
催
さ
れ
た
大
会
に

は
、全
国
か
ら
１
６
０
０
名
を
超
え
る
仲
間
が
集
い
、

育
成
会
大
会
・
本
人
大
会
と
も
に
活
発
な
議
論
と
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
育
成
会
連
合
会
の
月
刊
情
報
誌
『
手
を
つ
な

ぐ
』
の
12
月
号
で
全
国
大
会
北
海
道
札
幌
大
会
の
特

集
を
し
て
い
ま
す
。
最
終
日
の
記
念
講
演
で
浅
野
史

郎
氏
が
育
成
会
運
動
を
「
守
り
」
か
ら
「
攻
め
」
に

転
換
す
る
と
強
く
訴
え
ら
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
が
。
こ
の
言
葉
は
、
育
成
会
運
動
の
新
た
な

発
展
を
目
指
し
た
北
海
道
・
札
幌
大
会
を
総
括
す
る

象
徴
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

全
国
大
会
の
参
加
者
の
状
況
は
次
の
通
り
で
す
。

（
写
真
：
第
２
日
目
浅
野
氏
記
念
講
演
）

参
加
者
の
状
況

１
．
参
加
者
合
計　

１
，
６
６
４
名

（
北
海
道
７
７
９
名
）

２
．
育
成
会
大
会
分
科
会　

１
，
０
１
７
名

　

⑴
第
１
分
科
会　
　
　

６
８
名

　

⑵
第
２
分
科
会　
　
　

８
４
名

　

⑶
第
３
分
科
会　
　

１
３
９
名

　

⑷
第
４
分
科
会　
　

２
４
７
名

　

⑸
第
５
分
科
会　
　

２
８
１
名

　

⑹
第
６
分
科
会　
　

１
４
３
名

　

⑺
特
別
分
科
会　
　
　

５
５
名

３
．
本
人
大
会
分
科
会　

２
２
７
名

　

⑴
第
１
分
科
会　
　
　

２
９
名

　

⑵
第
２
分
科
会　
　
　

２
８
名

　

⑶
第
３
分
科
会　
　
　

３
５
名

　

⑷
第
４
分
科
会　
　

１
０
４
名

　

⑸
第
５
分
科
会　
　
　

３
１
名

４
．
思
い
出
観
光　

２
６
６
名

５
．
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド　

５
０
名

６
．
懇
親
会
・
交
流
会
合
計　

６
９
２
名

　

⑴
育
成
会
懇
親
会　

４
０
０
名

　

⑵
本
人
交
流
会　
　

２
９
２
名

７
．
全
体
会　

１
，
１
５
５
名
（
本
人
３
０
１
名
）

　

�

　

三
地
区
大
盛
況
―
特
別
研
修
終
了

障
が
い
の
理
解
・
啓
発
隊
を

全
道
運
動
に

　

本
年
度
初
め
て
着
手
し
ま
し
た
「
合
理
的
配
慮
の

理
解
啓
発
活
動
」
を
広
め
る
特
別
研
修
が
、
帯
広

（
11
月
11
日
）、
旭
川
（
12
月
５
日
）、
札
幌
（
12
月

15
日
）
の
三
地
区
で
併
せ
て
２
０
０
名
に
迫
る
参
加

を
得
て
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

障
害
の
理
解
と

合
理
的
配
慮
を
啓

発
す
る
札
幌
市
育

成
会
の
チ
ー
ム
ⅰ

（
あ
い
）
の
活
動

が
参
加
者
に
新
鮮

な
驚
き
を
も
っ
て

受
け
入
れ
ら
れ
、

「
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
を
広
め
る

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
活

動
を
我
が
子
の
安

心
と
安
全
生
活
を

求
め
る
育
成
会
の

新
し
い
運
動
と
し

て
道
内
に
広
め
た

い
と
い
う
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。�

（
写
真
：
札
幌
会
場
）

　
松
山
道
後
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
愛
媛
県
育
成
会
か
ら
全
国
大
会
開
催
の

お
礼
に
み
か
ん
20
箱
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
道
通
所
事
業
所
連
協
の
事
業
所
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。�

（
写
真
：
お
礼
の
絵
画
）

愛媛県育成会の
プレゼント

松山道後ライオンズクラブ
会長　井上　竜治　様
愛媛県手をつなぐ育成会
会長　岡部　國男　様
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今
後
の
予
定

・�

全
国
育
成
会
役
員
会　

１
月
16
日　

東
京

・�

平
成
30
年
全
道
大
会
苫
小
牧
大
会
第
２
回
実
行
委
員

会　

１
月
25
日　

苫
小
牧
市

・�

広
報
企
画
委
員
会　

１
月
下
旬　

札
幌
市

・�

活
性
化
対
策
委
員
会　

１
月
下
旬　

札
幌
市

・�

第
２
回
全
道
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
・
全
道
大

会
実
行
委
員
会�

２
月
18
日　

札
幌
市
か
で
る
２
・
７

・�

通
所
事
業
所
連
協
・
魅
力
あ
る
事
業
所
研
修
会

　

２
月
24
日　

札
幌
市

・�

全
国
育
成
会
育
成
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
代
表
者
事
務
局

長
会
議　

３
月
１
日
・
２
日　

東
京

・�

第
５
回
理
事
会３

月
20
日　

札
幌
市　

か
で
る
２
・
７

平
成
30
年
５
月
30
日
―
６
月
１
日

国
際
育
成
会
連
盟
世
界
会
議

英
国
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
会

　

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
の
加
盟
団
体
で

あ
る
国
際
育
成
会
連
盟
の
世
界
会
議
が
２
０
０
８
年

５
月
に
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

昨
年
10
月
の
ア
メ
リ
カ
フ
ロ
リ
ダ
州
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
の
大
会
で
は
、
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の
入
所
者
殺

傷
事
件
被
害
者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
障
害
者
権
利

条
約
の「
生
き
る
権
利
」を
主
張
す
る
本
人
活
動
の
強

化
を
誓
い
ま
し
た
。
こ
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
世
界
会
議

の
テ
ー
マ
は
、「Learn

（
学
ま
な
ぶ
）」「Inspire

（
刺

激
す
る
）」「Lead

（
導
く
）」で
す
。
本
人
の
意
思
決

定
支
援
を
ど
の
よ
う
に
支
え
る
か
―
イ
ギ
リ
ス
の

「
意
思
決
定
能
力
法（
Ｍ
Ｃ
Ａ
）」制
定
以
降
の
取
り
組

み
を
体
験
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。現
在
、会
議

の
参
加
ツ
ア
ー
が
募
集
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
北
海
道
の
本
人
活
動
を
担
う
人
材
の
開
発
の
た

め
に
も
、積
極
的
な
本
人
の
参
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

�

　

久
保
全
国
会
長
懇
談
会

す
べ
て
の
障
が
い
を

包
み
込
む
育
成
会
運
動
を

12
月
20
日

　
「
次
世
代
に
つ
な
げ
よ
う
育
成
会
活
動
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
育
成
会
連
合
会
が
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
開

催
し
て
い
る
久
保
会
長
と
の
懇
談
会
が
12
月
20
日
札

幌
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
育
成
会
連
合
会
は
、
３
年

前
に
そ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
法
人
を
解
散
し
、
現
在

の
連
合
組
織
と
な
り
育
成
会
運
動
を
け
ん
引
し
て
い

ま
す
が
、こ
の
役
割
を
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
に「
会

員
減
少
対
策
と
今
後
の
事
業
展
開
」
の
方
策
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
連
合
会
の
全
国
55
の
「
正
会
員
」
の
位
置
づ

け
つ
い
て
は
、も
う
少
し
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

あ
く
ま
で
も
は
市
町
村
育
成
会
の
組
織
と
活
動
が
育

成
会
運
動
の
基
本
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
育
成
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な

議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

―
育
成
会
は
、
親
や
障
が
い
当
事
者
の
願
い
を
実

現
す
る
た
め
に
、
支
援
者
と
当
事
者
が
作
り
上
げ
た

組
織
で
あ
る
こ
と
。
地
区
に
よ
っ
て
「
育
成
会
」
や

「
親
の
会
」
な
ど
、
組
織
の
名
称
が
多
様
だ
が
大
切

な
の
は
単
な
る
「
親
だ
け
の
活
動
」
で
は
衰
退
す
る

こ
と
。
も
っ
と
若
い
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
一

緒
に
活
動
で
き
る

よ
う
育
成
会
の
輪

を
広
げ
る
こ
と
。

育
成
会
が
作
業
所

等
を
経
営
す
る
の

は
、
単
な
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
と

ど
ま
ら
な
い
、
わ

が
子
が
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し

て
い
る
こ
と
。
そ

の
意
味
で
、
育
成

会
（
運
動
体
）
と
通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
（
事
業

体
）
が
車
の
両
輪
で
あ
る
こ
と
。
地
域
で
生
き
づ
ら

さ
を
か
か
え
る
「
す
べ
て
の
障
が
い
を
包
み
込
む
」

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
育
成
会
で
あ
る
べ
き

―
以
上
。

　
「
育
成
会
連
合
会
あ
り
方
案
」
は
３
月
の
正
会
員
・

代
表
者
事
務
局
長
会
議
で
提
案
さ
れ
、
新
年
度
の
事

業
計
画
・
役
員
体
制
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
る
予
定
で

す
。

懇
談
会
出
席
者

　

全
国
育
成
会
連
合
会

　
　

久
保
厚
子
会
長
、
田
中
正
博
統
括

　

北
海
道
育
成
会

　
　

佐
藤
春
光
会
長
、
畑
中
三
岐
子
副
会
長
、

　
　

長
江
睦
子
・
初
山
聡
子
・
森
本
千
尋
各
理
事

全国大会開催時の主催者記念写真
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